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「宗

門
十
規
論
」
の
教
訓

長

嶋

孝

行

(1
)

宗
密

の
名
著
と
い
わ
れ
る

「禅
源
諸
詮
集
都
序
」
(八
三
〇
年
代
)
の

(
2
)

時
代
か
ら
、
約

一
世
紀
過
ぎ
た
時
代
に
、
法
眼
文
益
(
8
8
5
-
9
5
8
)

が

「
宗

門
十
規
論
」
を
著
わ
し
て
、
禅
門
五
家
の
内
、
第
五
家
目
の
宗
派
、
法

眼
宗
を
出
現
さ
せ
て
歴
史
的
に
は
す
べ
て
出
揃
う
。

「都

序
」
の
書

か

れ
た
時

代
に
は
、
宗
密
が
記
し
て
い
る
よ
う
に
、

(
3
)

今
集
所
レ述
殆
具
百
家
。
宗
義
別
者
猶
将
十
室
。

百
家

に
な
ろ
う
と
し
主
な
宗
義
な
も
の
で
も
十
室
は
あ

つ
た
が
、
未

だ
宗
派

と
は
な

つ
て
い
な
か

つ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
十
室
の
あ
る
も

の
が
、

こ
の
時
代
に
な
る
と
各

々
宗
派
と
な

つ
て
確
定
し
つ
つ
あ
つ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
都
序
の
時
代
の
互
の
相
攻
撃
が
、

こ

の
時
代
に
な
る
と
、
そ
の
師
、
そ
の
弟
子
達
束
で
判
る
よ
う
に
な
つ
て

い
て
、
従
つ
て
、
そ
れ
ら
の
師
弟
に
対
す
る
評
が
下
さ
れ
て
い
る
。
先

ず
、
各

宗
派
及
び
師
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

(
4
v

逮

二其
徳
山
林
際
潟
仰
曹
洞
雪
峯
雲
門
等
一各
有

二門
庭
施
設
高
下
品
提

幻

至
二
於
相
継

一子
孫
護

レ宗
党

レ祖
不

レ原
二
真
際
司

寛
出
二
多
岐

一矛

盾

相

攻

細

白
不
レ
辮
。

(5
)論

日
。
凡
為
二宗
師
一先
辮
二邪
正
殉
邪
正
。
邪
正
既
辮
更
要
二時
節
分
明
殉

又
須
語
帯
二宗
眼
一機
鋒
酬
対
各
不
レ相
レ享
。
然
錐
二句
裏
無
7私
亦
仮
三
言
中

辮
的
殉

曹
洞
則
敲
唱
為
レ用
。
臨
済
則
互
換
為
レ機
。
紹
陽
函
蓋
戴
流
。
潟

仰
則
方
円
黙
契
。

(6
)具

如
二曹
洞
家
風
一則
有
レ偏
有
レ正
。
有
レ
明
有
レ暗
。
臨
済
有
レ主
有
レ賓
。

有
レ体
有
レ用
。
然
建
化
之
不
レ類
具
血
脈
而
相
通
無
二
一
不
ツ該
。

そ
れ
ら
の
宗
派
の
内
に
、
或
は
そ
れ
ら
の
宗
派
以
外
の
内
に
、
師
に

房
わ
し
く
な
い
師
が
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
を
諌
め
て
文
益
は
論

評
し
て
い
る
。

(7
)

近
代
宗
師

失
レ
拠
学
者
無

レ稽
。

用
二
人
我

一
以
争
レ
鋒
。
取
二
生
滅

一為

二所
得

一

接
物
之
心
安
在
。
破
邪
之
智

蔑
レ聞
。

棒
喝
乱
施
自

云
。
曾
参
二
徳
矯
臨
済
殉

円
相
互
出
惟
言
。

深
達
二
潟

山
仰

山
殉

対
答

既
不
レ
辮
二
綱
宗

殉

作

用

又
焉

知
要

眼
。
証

二誰
群

小
一欺

二昧

聖
賢

殉

誠
取

二笑
於
傍
観

殉

兼

招

二
尤

於

現

報

殉
(
8
)

夫
欲
挙

レ唱
二
宗
乗

一提
二
綱
法
要

一若

不
レ
知

二於

血
脈

一皆
是
妄
称
二
異
端
殉

(中

略
)
多
見
不
レ
量
二
已
力

一剰
霧

二
人
言

殉

但
知
レ
放
而
不
レ
知
レ
収
。
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(
9
)但

知
急
務
二住
持
一濫
称
二知
識
一具
貴
二虐
名
在
ツ
世
。
寧
論
レ襲
二悪
於
身

不
三惟
聾
二聲
後
人
殉

抑
亦
凋
二弊
風
教
殉

宗
と
宗
師
を
論
評
し
て
、
次
に
弟
子
に
つ
い
て
も
そ
の
心
得
を
記
し

て
い
る
。

(
10
)

夫
為

二参
学
之

人
一
既
入
一叢

林
殉

須
択
二善
知
識

一次
親
二
朋

友
殉
知
識
要
二

其
指
フ
路
朋
友
貴

二其

切
磋

殉

(
11
)

学

般
若

人
不
レ
無
二
師
法
幻

既
得
二
師
法

一要
レ
在
二
大
用
殉

(
申
略
)

可
レ
行

即
行
。

理
事
倶
脩
。

当

レ
用
即
用
。

 
む
 

近
代
之
人
多

レ
所
二慢

易
幻

叢
林
錐
レ
入
瀬
レ
慕
二
参
求
殉

縦

或

留
レ
心
不
レ

択

二宗
匠

幻

邪

師
過
謬
同
失
二
指
帰
殉

未
了
二
根
塵

一諏

有
二
邪

解
殉

入
二
他

魔
界

一全
喪

二
正
因
殉

或

は
、

又
、

師

弟

の
中

に

は
、

文

益

が
第

十

条
、

己

の
短

を

護

つ
て

好

ん

で
勝

負

を

争

う
、

の
中

で
論

評

し

て

い
る

よ

う
な

輩

が

い

た

こ
と

も

事

実

で

あ

ろ

う
。

即

ち
、

艶

有
二
望
レ
風
承
嗣
矯
レ
位
住
持

殉

便
為
三我
已
得

二最

上
乗

超

世

間

法

殉

護

-己
之
短

一殿

二
人
之
長
殉

誼
惑
二
於
邸
簸
一咀
噛

於
屠
販

殉

声
張

二事

勢

一

衿
託

二
弁
才

一以
二
許
露

一為
二
慈

悲
刈

以
二
侠
濫

一為

二徳
行
殉

破

二
仏
禁

戒

一棄
二

僧
威
儀

一返
凌

礫
二
於
二
乗

一倒
排
斥
二
於
三
学

殉

故

に
、

文

益

は

第

三

条

に

次

の
こ

と
を
載

せ

た

と
考

え

ら

れ

る
。

(14
)

不
レ
見
雲
門

大
師
道
。

尽
二
大
唐
国
内

一寛
二
一
箇
挙

話
人
一也

難
レ得
。
又
不
レ

見
黄
漿
和
尚
道
。

馬
大
師
出

二
八
十
余
員
善
知
識

問
著
箇

箇
阿
録
緑
地
。

惟
有
二
盧
山
和

尚

一較
二
些
子

幻

し
か
し
な
が
ら
、
文
益
は
師
資

の
お
手
本

は
次

の
よ
う
で
あ
り
、

又
、
師
資
の
道
を
択
ぶ
こ
と
は
尤
も
難
し
、
と
論
評
し
て
い
る
。

(15
)

具
如
天
下
叢
林
至
盛
。
禅

社
極
多
聚
レ
衆
不
レ
下

二半
千

為
二
法

況

一
無
二

二

お

其
間
或
有
二抱
道

之
士
潔

行
之
人
殉

肯
暫
狗
二
於
衆
情

一勉
力
紹
二
於

祖
席

殉

会
二
十
方
之
兄
弟

一建
二
一
処
之
道
場
殉

朝
請
暮
参
匪
レ
揮
二
労
苦

幻

具
欲
下
続
二
仏
慧
命

一引
中
道
初
機
上
。
非
レ
為
下治

三
激
声
名

一貧
中
禁
利
養
上
。
如
二

鐘
待
レ
招
遇
レ
病
与
ワ
医
樹
二
法
雨
殉

則
大
小
無
レ偏

振
二法
雷

一則
遠
近
成
応
其

栄
枯
自
異
動
蟄
差
乖
。
固
非
三
選
択
之
情
行
二
取
捨
之
法
殉

(
中
略
)
遇

二般
若

之
縁

一非
レ
小
。
択
二
師
資
之
道

一尤
難
。

能
自
保
任
終
成
二
大

器

強

施

二
瞑

眩

一甘
受

二諦
嫌

同
道
之
人
幸
宜
助

発
。

そ
れ

で

は
、

師
資

と

し

て

の
本

質

の
基

礎

が

ど

こ
に
あ

つ
た

か

と
言

え

ば
、

文

益

が

序

で
記

載

し

て

い
る

よ

う

に
、

次

の
点

に
あ

る

と
考

え

ら

れ

る
。

(16
)而

況
祖
派
醗
漫
南
方
最
盛
。
於
レ焉
達
者
牢
レ得
二其
人
殉

然
錐
三理
在
二頓

明
一事
須
漸
証
。
門
庭
建
化
固
有
二多
方
刈

接
物
利
生
其
帰

一
擬
。
筍
或
未

経
二教
論
一難
レ破
二識
情
殉

右

の
こ
と
よ
り
、
当
時
、
教
典
に
精
通
す
る

こ
と
な
く
、
妄
り
に
教

典
を
引
用
す
る
者
多
く
、
従

つ
て
、
文
益

は
第

八
条
、
教
典

に
通

ぜ

ず
、
乱
に
引
証
あ
り
、
の
中
で
次
の
よ
う
に
論
評
し
て
言
う
。

絶
欲
下挙
二揚
宗
乗
一援
中引
教
法
上
。須
是
先
明
二
仏
意
一次
契
二祖
心
鱒

然

後
可
二挙
而
行
較
一量
疎
密
殉

償
或
不
レ
識
二義
理
殉

只
当
専
守
二門
風
一如
三

蝋
妄
有
二引
証
而

自
取
二議
請
殉

具
如
二脩
多
羅
蔵
一尽
是
指
レ躍
。
躍
円
頓

「
宗
門
十
規
論
」

の
教

訓

(
長

嶋
)
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「
宗
門
十
規
論
」

の
教
訓

(
長

嶋
)

上
乗
悉
同
二標
目
鱒

仮
使
解
二得
百
千
三
昧
沙
数
法
門
一只
益
二自
労
殉

非

レ干
二他
事
殉

況
復
会
レ権
帰
レ実
摂
レ喬
還
レ源
。

そ
の
こ
と
は
教
典
に
精
通
し
、
理
道
に
達
し
て
、
初
め
て
歌
頚
が
作

れ
る
の
で
あ
る
が
、
文
益
時
代
の
僧
の
内
に
は
、
第
九
章
の
題
目
に
な

つ
て
い
る
よ
う
に
、
声
律
に
関
せ
ず
、
理
道
に
達
せ
ず
、
好
ん
で
歌
頒

を
作

つ
て
い
た
僧
が
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

又
凌
論
評
し
て
言
う
の
で
あ

る
。

(18
)

総
揚
二
一
大
事
之

因
縁

一共
讃
二
諸
仏
之

三
昧

一激
二
昂
後
学

一颯
二刺
先
賢
弔

皆
主
意
在
レ
文
焉

司
二妄
述
幻

稽
観
二
諸
方
宗
匠
参
学

上
流

一以
二
歌
頗

一為
二
等

閑

将
二
製
作

一為

二末
事
幻

任
レ
情
直
吐
。

多
類
二
於
埜
談
幻

率
意
便
成
。

絶
肖

二
於
俗
語

殉

自
謂
不
レ
拘
二
鷹
糠
殉

匪
レ
択
二
臓
屏
殉

擬

二
他
出
俗
之
辞

一

標
レ
帰

二
第

一
之
義

殉

職
者
覧
レ
之
畷
笑
愚
者
信
レ
之
流
伝
。
使
下
名
理
而
寝
消

累
二
教

門
一之
愈
薄
上
。
(
中
略
)
苛
或
乏
二
於
天
資

一当
自
甘
二
於
木
訥

殉

胡
必

強
墓
二
英
俊

一希
二
慕
賢
明

一呈
二
醜
拙

一以
乱
レ
風
織
二
弊
託

一而
胎
レ戚
。

無
下
惑
二

妄
誕

一
以
滋
中
後
差
上
。

抑

々
、

歌

頗

と

は
何

で
あ

る

か

を

文

益

は
同

じ

く

第

九
条

で
論

じ

て

い

る
。(19

)宗
門
歌
頗
。
格
式
多
般
。
或
短
或
長
或
今
或
古
。
仮
二声
色
一而
顕
レ
用
或

托
レ事
以
伸
レ機
。
或
順
レ理
以
談
レ真
。
或
逆
レ事
而
矯
レ俗
。

そ
し
て
、
そ
の
好
例
と
し
て
、
同
じ
く
第
九
条
で
次
の
よ
う
に
言
う

の
で
あ
る
。

(20
)不

レ見
華
厳
万
偶
祖
頒
千
篇
倶
欄
慢
而
有
レ
文
。
悉
精
純
而
靡
レ雑
。

右
を
総
合
口
し
て
考
察
す
る
時
、

「宗
門
十
規
論
」

の
教
訓

は
次

の
こ

と
を
も
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、

第

二
条
、

門
風
を
党
護

し
、
議
論
に
通
ぜ
ず
、
に
於
け
る
次
の
論
旨
で
あ
る
。

(
2
1
)

祖
師
西
来
非
レ為
下有
二法
可
フ伝
以
至
中干
此
上
。
但
直
指
人
心
見
性
成
仏
堂

有
二門
風
可
レ尚
者
一哉
。

こ
こ
で
論
じ
て
い
る
意
味
は
、
人
か
ら
人
に
伝
え
る
法
が
あ
る
の
で

は
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
と
も
う

一
つ
別
の
考
察
を

す
る
な
ら
、
そ
の
時
代
は
恵
能
示
寂

(七
一
三
年
)
後
、

二
百
年
は
過
ぎ

て
は
い
る
が
、
当
時
と
い
う
の
は
、
現
代
の
よ
う
に
テ
ン
ポ
の
速
い
時

代
で
は
な
か
つ
た
筈
で
あ
る
。
百
丈
、
宗
密
に
さ
ほ
ど
遠
く
な
く
、
実

際
に
禅
宗
の
発
達
を
見
る
の
は
、
「禅
源
諸
詮
集
都
序
」
が
、

(2
2
)

即
勧
二坐
禅
殉
禅
奄
羅
列
遍
二於
巌
墾
殉

(23
)

因
レ
此
便
有

一
類
道
士
儒
生
閑
僧
汎
参
二禅
理
一者
。

と
示
す
よ
う
に
、

こ
の

「
宗
門
十
規
論
」
の
書
か
れ
た
時
代
の
約
百

五
十
年
前
あ
た
り
か
ら
で
、
馬
祖
の
弟
子
達
の
百
丈

(
7
2
0
-
8
1
4
)
、

南
泉

以
後

で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
完
全
に
恵
能
以
後
で
あ
つ
て
、
こ
の

祖
師
西
来
非
為
有
法
可
伝
以
至
干
此
、

の
意
味

す
る
も
の
は
、
達
磨
以

後
で
は
な
い
と
い
う
証
拠
の

一
部
に
は
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
か
。
又
、

祖
師
西
来
云
々
は
そ
の
意
味
も
含
む
よ
う
に
考
え
る
が
、
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。
そ
の
点
に
関
し
て
は
宗
密
も
、
又
、
「禅
源
諸
詮
集

都
序
」
の

中
で
、漣

代
禅
宗
師
資
伝
二授
禅
法
幻

皆
云
。
内
授
二密
語
一外
伝
二信
衣
鱒

衣
法
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相
資
以
為
二符
印
叩

曹
渓
己
後
不
レ聞
二此
事
幻

未
審
今
時
化
レ
人
説
二密
語
一

否
。
不
レ説
則
所
レ伝
者
非
二達
摩
之
法
殉

説
則
聞
者
尽
合
レ得
レ衣
。

と
記
載

し
、
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
宗
密
の
場
合
、

恵
能
以
後
時
代
的
に
あ
京
り
隔
た
り
の
な
い
時
代
の
証
人
と
な
る
よ
う

に
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

こ
の

「宗
門
十
規
論
」
の
文
益
も
、
又
、

重
要
な
証

人
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
何
故
な
ら
、
文
益

で
さ
え
、

何
ら
抵
抗
な
く
、
伝
説
と
も
思
わ
れ
る

「壇
経
」
に
於
け
る

恵
能
と
明

上
座
の
会
話
を
記
し
て
い
る
か
ら

で
あ

る
。
即
ち
、
第

七

条
、
露
布
を
記
持
し
、
時
に
臨
ん
で
妙
用
を
解
せ
ず
、

の
中
に
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。

(25
)六

祖
又
謂
二明
上
座
一云
。
吾
与
レ汝
言
皆
非
二密
事
殉

密
在
二汝
辺
幻

捏
造
が
、
或
は
そ
れ
に
よ
る
伝
説
が
史
実
と
な
る
程
、
禅
寺
内
で
繰

返
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
次
の
こ
と
は
敢
え
て
加

筆
・し
た
い
。
即
ち
、
禅
宗
は
達
磨
か
ら
起

つ
た
の
で
も
な
け
れ
ば
、
恵

能
か
ら
起

つ
た
の
で
も
な
い
、
唯
、

禅
宗
は
恵
能
以
後
に
、
壇
経
が
書

か
れ
た
以
後
に
発
達
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

宗
密
の
著
わ
し
た

「
禅
源
諸
詮
集
都
序
」

の
時
代

(八
三
〇
年
代
)
に

は
、
未
だ
、
宗
派
と
な
つ
て
い
な
い
禅
宗
が
、

こ
の

「宗
門
十
規
論
」

の
書
か
れ
た
時
代

(十
世
紀
前
半
)
に
な
る
と
宗
派
と
な

つ
て
確
立
し
、

従

つ
て
宗
派

の
師
、
そ
の
弟
子
京
で
も
判
然
と
し
て
い
る
程
、
禅
宗
は

発
達
し
て
い
た
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
の
宗
派
は
、
未
だ
、
お
互
い
に
相

争

つ
て
は

い
る
が
、
そ
の
こ
と
よ
り
も
、
禅
教
を
行
う
者
と
し
て
、
師

に
房
わ
し
く
な
い
者
、

或
は
弟
子
に
相
当
し
な
い
者
が
大
勢
出
現
し
て

い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
拙
劣
な
歌
頒
を

つ
く
り
、
経

典
祖
録

の
内
容
も
判
ら
ず
に
、
妄
り
に
引
用
し
て
説
法
し
て
い
る
者
が

い
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、

こ
の
時
代
は
、
正
に
禅
宗
の
瀾
熟
期
で
、
文

益
が
禅
家
の
質

の
低
下
を
論
評
し
、
戒
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し

て
、
な
お
文
益
は
、
宗
派
や
門
風
に
尊
ぶ
べ
き
も

の
が
あ
る
の
で
は
な

く
、
或

は
又
、
正
師
、
正
弟
子
の
理
想
像
を
論
述

し
な
が
ら
も
、
法
の

伝
え
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
、
唯
、
直
指
人

心
、
見
性
成
仏
あ
る

の
み
で
あ
る
、
と
論
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
禅
門
に
於
け
る
重
要
な
古
典
の

一
つ
で
あ
る
こ
の

「宗
門

十
規
論
」
は
、
千
年
以
上
経
過
し
た
今
日
も
、
な

お
、
出
家
し
て
い
な

い
、
在
家
の
我
々
に
も
適
用
さ
れ
、
自
他
共
に
恥
ぢ
、

具
っ
相
警
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
説
示
し
て
い
る
。
更
に
言
い
更
え
る
な
ら
、

筆
者
に
も
恩
師
佐
藤
信
衛
博
士
が
あ
り
、
恩
師
の
指
導
の
も
と
に
、
学

会
に
て
論
文
を
発
表
し
て
は
い
る
が
、
果
し
て
こ
れ
で
よ
い
の
か
と
自

問
し
、
自
ら
を
恥
じ
、
戒
め
、
な
お
、
論
文
の
書
き
方
に
お
け
る
正
し

い
方
法
を
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て
自
問
す
る
次
第
で
あ
る
。

1
大

正
蔵
48
、
四
〇
〇
頁
中

「禅
源
諸
詮
集
都
序
」

2
注

2
よ
り
注
21
ま
で
、
及
び
注
25
は
、
続
蔵
経
第

一
輯
第
二
編
第
十
五

套
第
五
冊

「宗
門
十
規
論
」

22
大

正
蔵
48
、
四
〇

一
頁
中

「禅
源
諸
詮
集
都
序
」

23
大

正
蔵
48
、
四
〇
二
頁
下

「禅
源
諸
詮
集
都
序
」

24
大

正
蔵
48
、
四
〇

一
頁
上

「禅
源
諸
詮
集
都
序
」

(国
立
国
会
図
書
館

・
主
査
)

「
宗
門

十
規
論
」

の
教
訓

(
長

嶋
)

-357-


